
雨
森
芳
涜

『橘
窓
茶
話
』
に
見
え
る
杜
甫

・
白
楽
天

丹

羽

博

之

要

旨
雨
森
芳
洲

『橘
窓
茶
話
』

に
見
え
る
杜
甫

の

「茅
屋
為
秋
風
所
破
歌
」
、
白
楽
天

「新
製
綾
襖
成
、
感
而
有
詠
」

(
2
8
9
3
)
詩

の
引
用
か
ら
、
三
者

の
漢
詩
を

考
察
す
る
。
雨
森
芳
洲
は
、
杜
詩

・
白
詩

の
人
民
を
思
う
詩

に
共
感
し
、
七
十
九
歳
に
な

っ
て
、
九
歳

の
時

の
詩
を
改
作
し
て

い
る
。
杜
詩
か
ら
白
詩

へ
の
博
愛

の

紛◎

漢
詩

の
流
れ
を
考
察
す

る
と
と
も
に
雨
森
芳
洲

の
漢
詩
を
読

み
解
く
。

キ

ー
ワ

ー

ド

"
雨
森

芳

洲

・
『橘

窓
茶

話
』
・
杜
甫

・
白
楽

天



人
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江
戸
中
期

の
儒
学
者
雨
森
芳
洲

(
一
六
六
八
-

一
七
五
五
)
は
、
対
馬
藩
に
仕
え
、
二
度

の
朝
鮮
使
節
来
日
の
際

の
応
対
等
、
対
朝
鮮
外
交

に
力
を
尽
く

し
た
こ

と

で
有
名

で
あ
る
。
韓
国
語
を
自
由
に
操
り
、

『交
隣
須
知
』
等
朝
鮮
関
係

の
著
書

が
多

い
。
し
か
し
、
そ

の

一
方

で
、
当
時

の
中
国
語
も
学
び
、
漢
文
に
よ
る
著

作
も
多

い
。
彼
が
晩
年
著

わ
し
た

『橘
窓
茶
話
』
に
見
え
る
、
九
歳

の
時

の
詩
を
懐
古
し
、
改
め

て
詩
を
詠
じ
た
話

に
登
場
す
る
杜
詩

・
白
詩
を
考
察
し
、
併
せ
て

雨
森
芳
洲

の
漢
詩
を
考
え

る
。

第

一
章

『橘
窓
茶

話
』

の
杜

詩

・
白

詩

平
井
茂
彦
氏

『雨
森
芳
洲
』

(サ

ン
ラ
イ
ズ
出
版

・
二
〇
〇
四
年

一
月
)
に

『橘
窓
茶
話
』

の
次

の
件

が
紹
介
さ
れ
て

い
る

(稿
者

が
買

い
求
め
た
天
明
六

口

七
八
六
]
年
刊
行

の

『橘
窓
茶
話
』

に
は
、
該
当
す

る
箇
所
が
収
め
ら
れ

て
い
な

い
)
。

ノ

ヲ

ハ

ノ

ン

ゾ

ン

ヲ

カ

。
溌

濤

作
詩
日
鋳

ハ遜

削
濃

混
安
晩
・愁
藩

⑳

猶

可

レ
喜

穿

得

好

衣

・遊

非

レ
不

レ
好

也

然

念

及
一
凍

民

鮮

レ
有

・欄

ー

テ

ナ
ル
ニ

ス
ル
カ

ヲ

ヲ

ス

ヲ

ル
ヤ

ナ
リ

位

之

意

似
レ若

レ
安
レ
分

而

以

好

衣

・為
レ
言

其

為
レ
器

也

小

　

嘗

ル

ニ

ノ

ヲ

ソ

ノ

ナ

ル
ヲ

ニ

テ

ノ

ヲ

ニ

観

杜

少

陵

詩

一云

安

得

広

慶

千

万

間

・
大

庇
二
天

下

寒

士

一倶

ナ

ラ

ン

レ
テ

モ

ヲ

レ
リ

歓

顔

吾

盧

独

破

受
二凍

死

赤

足

白

楽

天

云

百

姓

多

寒

無
レ

キ
コ
ト

フ

ナ
ル
モ

テ
カ

テ

サ

ナ
ル
ヲ

テ

ン

可
レ
救

一身

独

暖

亦

何

情

争

得

二大

袋

長

万

丈

一
與
レ
君

都

蓋
ニ

ヲ

カ

レ

ハ

ヲ

ス

ノ

ス

洛

陽

城

一以
二
予

詩

・比
レ
之

天

壌

間

隔

夫

天

稟

高

下

根
-
於

自

ニ

ノ

ル

ル

キ

ニ

ノ

ル

ノ

ニ

然

'吾

一

生

所

レ
得

止

・於

如

・レ
此

蓋

有

下
定

手

垂

髪

之

時

・者

L
固

カ

ラ

テ

ス

ニ

ハ

ル

ノ

ニ
ト
シ

テ

ン

不
レ可

得

而

掩

飾

一也

本

詩

云

寒

到

夜

前

雪

磯

百

姓

何

居

ハ

リ

ケ

キ

ヲ

フ

ラ

我

等

還

有
レ
楽

著

二好

衣

物

一遊

当

時

平

灰

不
レ
知

亦

無
二
文

字

一

テ

ヲ

ト

テ

ニ

テ

ヲ

ノ

七

十

九

歳

改

作
二
韻

語

一以

示
二
子

孫

云

因

作

二

絶

{日

児

日



ノ

ム

ル

シ
テ

ヲ

タ

ラ

ト

ル
コ
ト

ヲ

ル

コ
ト

ヲ

シ
ム

新

詩

此

日

改

只

看

黙
レ
鐵

未
レ
成
レ
金

経
レ
年

七

十

用
レ
工

苦

可
レ

ス

ニ

笑

聡

明

絶
'
古

今

杜
少
陵

(杜
甫
)

の
詩
と

は
、
蜀
に
寄
寓
し
て

い
た
時
の
有
名
な
七
言
古
詩

一
茅
屋
為
秋
風
所
破
歌

詩
句

で
あ
る
が
、
原
詩
は

安
得
広
度
千
万
問

大
庇
天
下
寒
士
倶
歓
顔

風
雨
不
動
安
如
山

鳴
呼
何
時
眼
前
突
兀
見
此
屋

吾
盧
独
破
受
凍
死
亦
足

(茅
屋
秋
風

の
破
る
る
所
と
為

る
の
歌
)
」

の
末
尾
に
あ

る

安
く

に
か
広
厘
千
万
間
を
得

て

大

い
に
天
下
の
寒
士
を
庇
ひ
て

倶

に
顔
を
歓
ば
し
め

風
雨
に
も
動
か
ず

安
き
こ
と
山

の
如
く
な
ら
ん

と
つ
こ
つ

鳴
呼

何
れ
の
時
か
眼
前

に
突
兀
と
し

て
此

の
屋
を
見
れ
ば

吾
が
盧
は

独
り
破
れ

て
凍
死
を
受
く
る
も
亦
た
足
れ
り

(
『杜
詩
詳
註
』
巻
十

以
下
杜
詩
は
全
て
同
書
に
よ
る
。

と
あ
り
、
風
雨
以
下
の
二
句

は
省
略

さ
れ

て
い
る
。

白
楽
天

の
詩
は
、
「
新
製
綾
襖
成
、
感
而
有
詠

(新
に
綾
襖
を
製
し
て
成
る
、

百
姓
多
寒
無
可
救

一
身
独
暖
亦
何
情

心
中
為
念
農
桑
苦

耳
裏
如
聞
飢
凍
声

争
得
大
装
長
万
丈

與
君
都
蓋
洛
陽
城

と

あ

り

、

こ
こ

百
姓
多
く
寒
ゆ
る
も

救
ふ
可
き
無
し

一
身
独
り
暖
か
な
る
も

亦
た
何
の
情
ぞ

心
中

農
桑
の
苦
を
念
ふ
が
為
に

耳
裏

飢
凍
の
声
を
聞
く
が
如
し

い
か争

で
か
大
裏
の
長
さ
万
丈
な
る
を
得
て

た
め

す
べ

君
が
与
に
都
て
洛
陽
城
を
蓋
は
ん

こ
の
詩
も
心
中
以
下
の
二
句
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

雨
森
芳
洲

『橘
窓
茶
話
』
に
見
え
る
杜
甫

・
白
楽
天

上
元
二

[七
六

=

年

五
十
歳
)

感

じ

て
詠

有

り
)
」

(
2

8

9

3
)

の
末

尾

で
、

原
詩

で
は
、

杜
詩
は
、
自
分

の
貧
苦
の
経
験
を
踏
ま
え
、

(
『白
氏
文
集
』
は

[
那
波
本
」
に
よ
る
。
)

破
れ
た
茅
屋
か
ら
、
天
下
の
寒
士
を
救
う
建
物
が
欲
し

(25)
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む

い
と
述

べ
る
。
あ
く
ま

で
も
自
分
と
同
じ
寒
士
が
対
象
で
あ
る
。
白
詩

の
方

は
、
太
和
五

(
八
三

一
)
年
六
十
歳

の
時

の
作

で
河
南
サ
と

い
う
格
式

の
高

い
官

の
身

ひ
ど

せ
い

分
で
あ

っ
た
。
自
分
は
飽
食
暖
衣

の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
治
下
の
百
姓

の
辛
苦
を
思

い
や

っ
て
い
る
。
白

は
若

き
日

「新
楽
府
」
、
「
紅
線
毯
」

(
0
1
5
3
)

の
中

で
、

宣
城
太
守
知
不
知

宣
城
太
守

知
る
や
知
ら
ず
や

い
と

一
丈
毯
千
両
綜

一
丈
の
毯

千
両
の
綜

地
不
知
寒
人
要
暖

地
は
寒
を
知
ら
ざ
る
も

人
は
暖
を
要
すな

少
奪
人
衣
作
地
衣

人

の
衣
を
奪

ひ
て

地

の
衣
と
作
す

こ
と
少
か
れ

と
、
無
駄
な
費
を
戒
め
た
。

二
十
数
年
後
、
自
分
が
綾
襖
を
着

る
身
に
な

っ
て
も
、
若
き

日
の
百
姓
を
思
う
気
持
ち
を
忘
れ
て
は

い
な
か

っ
た
。
ま
し
て
や
地
衣
を

暖
め
る
事
な
ど
彼

に
は
出
来
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
は
自
分

の
住
む
破
屋
か
ら
白
詩

は
自
己

の
着

る
贅
沢
な
綾
襖
か
ら
の
連
想

で
あ
り
、
拠

っ
て
立

つ
基
盤
は

決
定
的
に
異
な
る
が
、
白
詩
が
こ
の
杜
詩
を
意
識
し
て

い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
貧
し
き
者
が
貧
し
き
者
を
思
う

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
白
楽
天

の
よ
う

に

高
官
に
な

っ
て
も
百
姓
の
生
活

に
思

い
を
馳
せ
る
点
を
高
く
評
価
し
た

い
。
河
南
サ
と

い
う
職
務
上
当
然
と

い
え
ば
そ
れ
ま

で
だ
が
、
多
く

の
高
官
は
そ
う
で
は
な

か

っ
た
。
両
者

の
共
通
性

に
気
づ

い
た
芳
洲

の
燗
眼
は
評
価
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
白
詩
が
杜
詩

の
兼
済
精
神
を
受
け

つ
い
だ
こ
と
は
、
宋
代

の

『庚
渓
詩

話
』
等
に
も
指
摘
が
あ
り
、
芳
洲
は
こ
れ
ら

の
詩
話
類
を
読
ん
で

い
た
可
能
性
も
あ
る

(詳
し
く

は
付
記
①

の
中
木
論
文
参
照
)
。

(26)

 

第
二
章

雨
森
芳
洲
の
詩

次
に
、
芳
洲
の
漢
詩
を
見

て

い
く
。
九
歳

の
時

の
作
は
、

寒
到
夜
前
雪

寒
は
到
る

夜
前

の
雪

凍
民
安
免
愁

凍
民

安
く
ん
ぞ
愁

ひ
を
免

が
れ
ん

と
も
が
ら

我
憐
猶
可
喜

我
が
憐

猶
ほ
喜
ぶ
べ
し



穿
得
好
衣
遊

好
衣
を
穿
ち
得

て
遊
ぶ
を

と

い
う
も

の
で
、
七
十
九
歳
に
な

っ
た
芳
洲
は
、
「
好
か
ら
ざ

る
に
非
ら
ざ
れ
ど
、
凍
民
に
思

い
が
及
ば
ず
、
欄
佃

の
意
少
な
く
分
に
安

ん
じ

て
い
る
よ
う

で
好

い

着
物
を
吹
聴
し
て
お
り
、
器
が
小
さ

い
」
と
幼
少
期

の
作
を
懐
古

し
て
い
る
。
九
歳

の
子
ど
も

に
凍
民

の
生
活
ま
で
付
度
さ
せ
る
の
は
酷
な
気
も
す
る
が
、
芳
洲

の

人
柄
が
窺
え

る
。
詩
は
、
愁

・
遊

(共

に
下
平
声
十

一
尤
韻
)
と
韻
を
踏
ん
で
は
い
る
が
、
「
平
灰
不
知
」
と
自
ら
述
べ
る
如
く
、
平
灰
は
整

っ
て
い
な

い
。
七
十

年
後

の
作

は
、

寒
到
夜
前

雪

寒

は
到
る

夜
前

の
雪

磯
百
姓
何
居

磯
ゑ
た
る
百
姓

何

に
と
し
て
居
ん

我
等
還
有
楽

我
等
は

還
た
楽
し
み
有
り

著
好
衣
物
遊

好
き
衣
物
を
著
け
遊
ぶ

と

い
う
も

の
で
、
承
句

で
飢
え
た
る
民
に
思

い
を

い
た
し
て
お
り
、
杜
甫

・
白
楽
天

の
詩
に
近
づ

い
て

い
る
。
寒
気
と
衣
服
を
詠
む
点

に
お

い
て
白
詩

に
近

い
と
言

の巴

え
よ

う
。
但
し
、
こ
れ
は
前
詩

の
承
句

「
愁
」
を

「
居
」

に
換
え
た
た
め
、
韻
も
平
灰
も
整

っ
て
い
な

い
。

一
方
、
子
孫

に
示
し
た
詩

は
、

兇
日
新
詩
此
日
改

児
日

の
新
詩

此

の
日
改
む

只
看
鮎
鐵
未
成
金

ロ
ハ
だ
看

る

鉄
を
点
し
て
未

だ
金
と
成
ら
ず

経
年
七
十
用
工
苦

年
を
経

る
こ
と
七
十

工
を
用
る
こ
と
を
苦
し
む

可
笑
聡
明
絶
古
今

笑
ふ
べ
し

聡
明
古
今

に
絶
す

る
こ
と
を

と

い
う
も

の
で
、
起
句

は
韻
を
踏

み
落
と
し

て
い
る
が
、
韻

(下
平
十
二
侵
韻
)
も
平
灰
も
整

い
、
歴
と
し
た
七
言
絶
句

で
あ
る
。
起
句

に
於

い
て
、
日
が
重
な

つ

て
用

い
ら
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
は
日
を
強
調
し
た
も

の
。
九
歳
の
日
の
作
を
七
十
年
後

の
今

日
改
め
た

こ
と
を
強
め
る
。
な
お
、

一
句

の
中
で
同
じ
字
を
使

い
強
調

す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、

『
一
海
知
義

の
漢
詩
道
場
』

(岩
波
書
店
、
二
六
頁
)
参
照
。

雨
森
芳
洲

『橘
窓
茶
話
』
に
見
え
る
杜
甫

・
白
楽

天
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杜
甫

・
白
楽
天
の
博
愛

十
八
世
紀

の
日
人
雨
森
芳
洲
は
、
八

・
九
世
紀

の
唐
人
杜
甫

・
白
楽
天
の
詩
に
通
底
す

る
博
愛
精
神

に
気
づ
き
、
そ

の
こ
と
を

己
の
幼
少
期

の
詩
と
と
も

に

『
橘

窓
茶
話
』

に
残
し
た
。
稿
者
も
以
前
に
、

「白
楽
天

の
博
愛
」

(
『大
手
前
女
子
大
学
論
集
』

三
十

二
号
、

一
九
九
九
年

二
月
)
に
お
い
て
、
弱
小
な
る
も

の
に
対
し

て
同
情
す

る
と
こ
ろ
に
共
通
す

る
も

の
が
あ
り
、
白
詩

の

「
贈
難
」

(
0
3
1
9
)

の
詩
は
杜
詩

の

■縛
鶏
行
」
を
想
起
さ
せ
る
、
と
述
べ
た
。
ま
た
、
白
詩

の

[
放

魚
」

(
0
0
5
9
)
も
食

べ
ら
れ
る
運
命

の
魚
を
広

い
南
湖

に
放

っ
て
や
る
と

い
う
、
生
き
物

へ
の
愛
情
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
。

そ
の
後
杜
詩
を
読

み
進
め
る
う
ち
に
、
杜
詩

に
も
弱
小

の
魚
を
詠
ん
だ
詩
が
あ
る

こ
と

に
気
づ

い
た
。

白
小

白
小
群
分
命

天
然
二
寸
魚

細
微
需
水
族

風
俗
当
園
疏

入
蜂
銀
花
乱

傾
箱
雪
片
虚

生
成
猶
拾

焦
卵

尽
取
義
何
如

み
な
め
い

白
小

群
命
を
分
か

つ

天
然

二
寸
の
魚

細
微
に
し
て

水
族
を
露
す

え
ん

そ

風
俗

園
疏
に
当

つ

し犀
に
入
れ
ば

銀
花
乱
る

箱
を
傾
く
れ
ば

雪
片
虚
し

お

生
成

猶
ほ
卵
を
捨
く
と

い
ふ

尽
く
取
る
は

義
何
如

(
『杜
詩
詳
註
』
巻
十
七

大
暦
元

[七
六
六
」
年

五
十
五
歳
)

杜
甫

に
微
物

を
愛
す
る
面
が
あ
る
こ
と
は
已
に

『杜
詩
』

(鈴
木
虎
雄

・
黒
川
洋

一
訳
注
、
岩
波
文
庫

第

八
冊

・
一
六
六
頁
)

に
指
摘
が
あ

る
。

こ
の
他

に
も

杜
甫
は

「観
打
魚
歌
」
「
又
観
打
魚
歌
」

(巻
十

一
、
宝
応
元
年
綿
州

で
の
作
)
等

の
詩
で
す
な
ど
り
さ
れ
る
魚
を
憐
れ
ん
で

い
る
。
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「放
魚
」
詩
は
、
長
江

の
ほ
と
り

の
江
州
で
詠
ま
れ

て
い
る
。
渡

々
と
流
れ
来
る
長
江
の
そ

の
上
流
に
、
胴
白
小
」
詩
は
詠
ま
れ
た
。
蜀

の
菱
州

で
の
作

で
あ
り
、

地
理
的
な
親
近
感
も
あ

っ
て
詠
ま
れ
た

の
で
あ

ろ
う
か
。
後

に
白
は
図
ら
ず
も
忠
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
、
杜
甫

の
過
ご
し
た
近
く

に
三
年
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

前
掲
拙
論

に
お

い
て
、
小

さ
な
弱

い
生
き
物

へ
の
こ
ま
や
か
な
愛

の
詩
が
曾

て
中
国
古
典
詩
で
詠
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
述
べ
た
が
、
白
楽

天
も
高
く
評
価
し

た
杜
詩

に
已
に
存
在
し
て

い
た
。
白

は

「
新
楽
府
」
圃
秦
中
吟
」
等

に
お

い
て
杜
詩
の
社
会
性
を
受

け
継

い
だ
が
、
同
時
に
小
動
物

へ
の
同
情
を
詠
む
こ
と
も
学

ん

だ

の
で
あ

ろ
う
。

■新
楽
府
」
等

に
見
え
る
弱
者
救
済

の
精
神
と

■
膿
難
」
詩
等

に
見
え
る
小
動
物

へ
の
博
愛
精
神
に
は
通
底
す
る
も

の
が
あ

る
こ
と
は
前
掲
拙
論

で
述

べ
た
。

こ
の
度

『橘
窓
茶
話
』
を
読
み
、
白
楽
天
は
杜
甫

の
詩
か
ら
多
大

の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
た
。

こ
の
三
者
に
共
通
す
る
の
は
、
弱
者

へ
の
暖
か

い
眼
差
し
で
あ
る
。
杜
甫
は
晩
年
貧
困
と
老
病
に
あ
え
ぎ
、
本
人
自
身

が
社
会
的
弱
者

に
近
か

っ
た
の
に
、
貧
士

に
思

い
を
馳
せ
て
お
り
、
弱
者

で
あ

っ
た
か
ら

こ
そ

の
思

い
や
り
と
言
え
る
か
も
知
れ
な

い
。

一
方
、
白
楽
天
は
経
済
的
に
大
変
恵
ま
れ

て
い
た

の
も
拘
わ
ら
ず
、

若
き
日

の
貧
し
さ
を
忘
れ
て

い
な
か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
齢
六
十
を
過
ぎ
、
河
南
サ
と

い
う
高
官

に
な

っ
て
か
ら
も
若

い
時

の
兼
済

の
精
神
は
持
ち
続
け

て
い
た
。

雨
森
芳
洲
も
為
政
者
側

の
立
場
と
し

て
、
仁
愛

の
精
神
を
八
十
近
く
に
な

っ
て
も
持
ち
続
け
た
。
彼
は
江
戸
期
日
朝
外
交

の
面
で
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る

ω

が
、
彼

の
眼
差

し
は
朝
鮮

に
の
み
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
東

ア
ジ
ア
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。

ω

寸

己一三ロ

イ

①
書
斎

に
あ
る
佐
久
節
註
解

『白
楽
天
全
集
』

(国
訳
本
)

の

「新
製
綾
襖
成
、
感
而
有
詠
」

の
箇
所
を

み
る
と
、
朱
鉛
筆

で
最
後

の
二
句

の
上
に
、
「
杜
甫
」

の
メ

モ
が
あ

っ
た
。
已
に
稿
者
も
何
年
か
前

に
杜
詩
と
白
詩

の
関
係

は
気
づ

い
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ

の
後
放
念
し
て

い
た
。
今
回
、
図
ら
ず
も
、

『橘
窓
茶
話
』
を
読

み
、
今
回

の
考
察
が
で
き
た
。
な
お
、
こ
の
杜
詩
と
白
詩
に

つ
い
て
は
、
近
年
左
記
の
論

が
あ
る
。

中
木
愛

「白
居
易

の
幸
福
意
識
ー

「新
製
布
蓑
」

「酔
後
狂
言
」
「
新
製
綾
襖
成
」
三
首
を
中
心
に
ー
」

(
『中
国
中
世
文
学
研
究

四
十
周
年
記
念
論
文
集
』

二

〇
〇

一
年
十
月
)

川
合
康
三

「廣
度
千
萬
聞
-
杜
甫
と
白

居
易
」

(
『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
国
古
典
文
学
論
集
』

二
〇
〇
六
年
三
月
)

下
定
雅
弘

「白
詩

の
衣
服
表
現

に
見
る

『兼
済
』
と

『独
善
」
1

装

・
『
衣
食
』

の
衣

・
葛
衣
な
ど
…
」

(
『白
居
易
研
究
年
報
』
七
号
、
二
〇
〇
六
年
十
月
)

雨
森
芳
洲

「橘
窓
茶
話
』
に
見
え
る
杜
甫

・
白
楽
天



人
文
科
学
部
論
集

第
7
号

②
原
稿
締

め
切
り
直
前

に
、

大
空
に
お
ほ
ふ
ば

か
り

の
袖
も
が
な
春

さ
く
花
を
風

に
ま

か
せ
て

(
『後
撰
和
歌
集
』
巻

二

・
春
中

・
64

・
よ
み
入
し
ら
ず

・
『新
撰
万
葉
集
』
巻
下

・
春
)

の
歌
と
前
掲
白
詩

の

「争
得
大
嚢
長
万
丈
、
與
君
都
蓋
洛
陽
城
」

の
関
係

に
気
づ

い
た
。

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
慈
円
の
有
名
な

お
ほ
け
な
く
う
き
世

の
民
を
お
ほ
ふ
か
な
わ
が
立

つ
杣

の
墨
染
め
の
袖

の
歌
と
と
も

に
、
先
行
研
究

の
有
無
を
調
べ
た
上
で
、
稿
を
改
め

て
考
え
た

い
。

謝

辞

本
稿
は
二
〇
〇
五
年
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
交
流
文
化
学
科
学
外
授
業

の

一
環
と
し
て
、
雨
森
芳
洲
記
念
館
を
見
学
し
た
こ
と
が

一
つ
の
契
機
と
な

っ
た

(稿

者
は
学
会

で
不
参
加
)
。
計
画
立
案

し
、
種

々
資
料
を
提
供
し

て
い
た
だ

い
た
張
起
権

(チ

ャ
ン

・
キ
グ
ォ
ン
)
大
手
前
大
学
教
授

に
、
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
後
日
同
記
念
館
来
訪

の
際
、
平
井
茂
彦
館
長
よ
り
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(30)


